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核兵器禁止条約発効をめざす年、ヒロシマをうたう２日間

◆日時◆ ５月４日(祝･金)～５日(祝･土)
4日 13時～21時／5日 9時30分～16時（いずれも予定）

◆会場◆ 広島市西区民文化センター
〒733-0013 広島市西区横川新町6番1号 TEL.082-234-1960
ＪＲ横川駅南口から約200m（広島駅→横川駅は２駅５分）
http://www.cf.city.hiroshima.jp/nishi-cs/index.htm

◆講習内容◆（案＝1／30現在）
…講習スケジュール、詳細は決定次第お知らせします

・事前譜読み練習（5／4午前）
♪声楽講座／発声と歌唱（5/4 午後、5/5 午前）
♪合唱講座（5/4 午後・夜、5/5午前・午後）
♪被爆体験を聞く(5/4 午後）
・オプショナル企画…被爆遺跡・被爆地見学(5／4昼、5／5終了後)

◆講師◆
青山邦恵さん（声楽家）
松本秀子さん（被爆者・呉うたごえたんぽぽ団員→裏面参照）
山本恵造さん（関西合唱団指揮者／レガーテ指揮者）
高田龍治さん（広島合唱団指揮者）
ほか、講師折衝中

◆教材曲◆（1／30現在の候補曲…今後変更の可能性あり）
①｢こわしてはいけない｣より｢抱きしめよう｣(窪島誠一郎 詩／池辺晋一郎 曲)
②｢原爆を許すまじ｣（浅田石二 詞／木下航二 曲／源田俊一郎 編曲）
③｢風花～冬･ヒロシマによせて～｣(門倉さとし詩／たかだりゅうじ 曲)
ほか、女性合唱曲・男声合唱曲も検討中

◆受講料◆
協議会会員＝\11,000（１日のみ\7,000）※会員外＝\13,000（1 日\9,000）
中四国の会員＝ \8,000（１日のみ\5,000）※会員外＝\11,000（1 日\6,000）

◆参加申し込み方法◆
①申込用紙に必要事項を記入して、下記、講習会事務局までお申し込み下さい。
②受講料と宿泊・弁当希望の場合は宿泊・弁当代を、別途、ご送金下さい。
③申し込み〆切り＝第一次3/17、第二次4/2、最終4/28(土)事務局到着分まで
(宿泊を伴う場合は4/2(月)事務局着分まで厳守！以後は、問い合わせ)

※必要事項がわかれば、所定の申込用紙以外、メールなどでもＯＫ。
※必ず、お手元に控えを残してください
※宿泊の申し込みは先着順。満室になり次第締め切ります。

不明な点は講習会事務局↓までお気軽にお問い合わせください。
**********************************************************************************************************************

【主催】日本のうたごえ全国協議会
【講習会事務局】 全国事務局 〒631-0041 奈良市学園大和町3-218掛川方 奈良のうたごえ協議会事務局

Tel.090-6963-5804（掛川）／Fax.0742-47-6113／e-mail utagaki@sings.jp

現地事務局 広島のうたごえ協議会
Tel＆FAX.082-295-5065／FAX.082-295-5065／e-mail hiroutakyo@yahoo.co.jp

◆受講料・宿泊代等振込先◆
【郵便振替口座】ゆうちょ銀行から→→→ 01010-0-43593 京都うたごえ協議会

ゆうちょ銀行以外から→ ゆうちょ銀行 一〇九(イチゼロキュウ)店 当座預金0043593 京都うたごえ協議会
**********************************************************************************************************************

2018年西日本合唱講習会参加申込書

受講料 円、宿泊代 円、弁当代 円、合計 円を添えて申し込みます。 2018年 月 日

※参加日、宿泊、弁当など、選択肢のあるものは、該当するものに○をつけてください。
府県 サークル・合唱団 うたごえ協議会

会員 ・ 会員外

氏名 男 住所 〒
・

パート ソプラノ ・ アルト ・ テナー ・ バス 女

自宅電話 ＦＡＸ 携帯電話

E-mail 5／3 ・ 5／4 ・ 不要 宿泊代計 円
宿泊希望

参加日 両日 ・ 4日のみ ・ 5日のみ 受講料 円 ① ホテルエスプル ② ホテル法華クラブ

弁当
5/4昼 ・ 5/4夕 ・ 5/5昼 弁当代 円

受講料・宿泊代
振込 ・ 現金書留 ・ 持参 ・ その他 入金日 月 日

申込 入金方法

＜宿泊・弁当のご案内＞

◆宿泊◆（部屋数限定有！先着順）

5月3日・4日の宿泊についてお部屋を確保していま

す。先着順で受け付けます。宿泊代金を添えて、講習

会申し込みとご一緒にどうぞ。

宿泊申込は4／2まで。以降は要相談。

【ご利用ホテル】（シングルのみ）

①ホテルエスプル広島平和公園 9,000円

→5/3（木）泊、5/4（金）泊

②ホテル法華クラブ広島 11,000円

→5/4（金）泊

※室数に限りがあり、ホテルの選択希望には沿え

ない可能性があります

※どちらのホテルも会場まで市内電車で約20分

◆弁当◆

5/4 の昼・夕、5/5 の昼の弁当を用意します。

お茶付850 円の予定（変更の可能性あり）。ご希望の

方は、代金を添えて、講習会申し込みとご一緒にどう

ぞ。

※食事休憩の時間も短いので、弁当をお勧めします。

広島以外の方

の申込は、全

て全国事務局
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